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6月定例会
　平成21年6月定例会は、6月11日から25日まで15日間にわた
って開かれました。
　今定例会には市長から提出された報告2件、議案8件のほか、請
願1件、陳情2件が提出されました。また、議員提出の決議1件、
意見書3件が提出されました。そのあらましをお知らせします。

　

市
道
618
・
619
号
線
を
市
道
と
し
て

認
定
し
ま
し
た
。

　　

市
道
618
号
線:

和
光
市
下
新
倉
四

丁
目
二
〇
五
九
番
１
地
先

　

市
道
619
号
線:

和
光
市
下
新
倉
四

丁
目
二
〇
六
八
番
５
地
先

市
道
路
線
の
認
定

　

和
光
市
固
定
資
産
評
価
員
に
大
野

孝
治
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　提出された決
議は、全会一致
で原案のとおり
可決しました。
内容は、次のと
おりです。

▲議場風景

　

継
続
費
に
つ
い
て
、
和
光
消
防
署

建
設
事
業
の
残
額
を
平
成
21
年
度

予
算
へ
逓
次
繰
越
を
し
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
予
算
の
う

ち
、
定
額
給
付
金
支
給
事
業
・
諏
訪

越
四
ツ
木
線
跨
線
橋
橋
台
工
事
委

託
料
・
新
倉
児
童
館
建
設
事
業
ほ
か

５
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
へ

繰
り
越
し
を
し
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

和
光
市
税
条
例
の
一
部
を

　
　

  

改
正
す
る
条
例

　

個
人
市
民
税
関
係
で
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
の
創
設
に
伴

う
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

和
光
市
手
数
料
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認

定
事
務
手
数
料
、
ま
た
構
造
計
画
適

合
性
判
定
手
数
料
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
建
築
基
準
法
令
に
よ
る
処

分
等
の
概
要
書
の
写
し
の
交
付
に
つ

い
て
も
手
数
料
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　

議
会
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

一
般
会
計
補
正
予
算
を
修
正
可
決
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
構
想
推
進
の
報
償
費
に
つ

い
て
、
事
業
仕
分
け
の
日
に
ち
を
１

日
増
や
し
、
講
演
会
謝
礼
と
外
部
評

価
者
の
宿
泊
費
な
ど
を
計
上
し
た
も

の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
総
務
常
任
委
員
会
で
こ

の
補
正
予
算
は
財
源
確
保
が
可
能
な

和
光
市
監
査
委
員
の
選
任

　

和
光
市
監
査
委
員
に
菅
原
満
議
員

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

４
月
24
日
、
第
１
回

臨
時
会
が
開
か
れ
、
平

成
21
年
度
埼
玉
県
和
光

市
一
般
会
計
予
算
な
ど

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。
予
算
に
つ
い
て
は
、

２
百
４
億
４
千
５
百
万
円

と
し
、
前
年
度
に
比
べ

16
億
７
千
５
百
万
円
、
7.6

％
の
減
（
さ
き
の
議
案
か

ら
は
３
千
７
百
万
円
の
増

加
）と
な
る
も
の
で
し
た
。

第
１
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

　

５
月
29
日
、
第
２
回
臨

時
会
が
開
か
れ
、
給
与
等

に
関
す
る
条
例
改
正
の
審

議
を
し
ま
し
た
。
市
長
、

教
育
長
及
び
職
員
の
６
月

期
の
期
末
手
当
支
給
月
数

を
0.2
カ
月
分
凍
結
す
る
特

例
措
置
を
行
う
も
の
と
市

長
給
与
を
25
％
減
額
す
る

も
の
で
す
。

朝
霞
地
区
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選
挙

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
議
会
議

員
に
次
の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

並
木　

修
二

　

齊
藤　

秀
雄

　

熊
谷　

二
郎

　

井
上　

航

　

山
口　

慶
子

　
　
（
議
長
は
規
定
に
よ
る
）

北
朝
鮮
核
実
験
実
施
に

　
　
　

対
す
る
抗
議
決
議

　

北
朝
鮮
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

諸
合
意
に
従
い
、
す
べ
て
の
核
を
放

棄
し
、
国
際
原
子
力
機
関
の
査
察
を

受
け
入
れ
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に

取
り
組
む
よ
う
要
求
し
ま
す
。

　

国
は
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
国
連
安

全
保
障
理
事
会
で
の
制
裁
強
化
の
決

議
に
よ
る
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
、
さ
ら
に
核

兵
器
開
発
の
完
全
廃
棄
、
ミ
サ
イ
ル

の
脅
威
除
去
等
、
北
朝
鮮
と
の
諸
懸

案
を
解
決
す
べ
く
、
国
際
社
会
の
理

解
と
協
力
を
得
つ
つ
、
外
交
努
力
を

行
う
べ
き
で
す
。

　

以
上
、
決
議
し
ま
す
。

（○は歳入、●は歳出）

補正
予算
補正
予算

会計別 補正額 補正後の総額 主な内容

一般会計
4 億 4,836 万円
4 億 4,865 万円

208 億 9,357 万円
208 億 9,365 万円

○安全・安心な学校づくり交付金
● 小学校防災施設整備（第四小学校体育館耐震補強

工事）
○埼玉県ふるさと雇用再生基金市町村事業費補助金
○埼玉県緊急雇用創出基金市町村事業費補助金
● 公園管理活動支援・アーバンアクア公園調査・福

祉相談支援員等
○財政調整基金繰入金
●過誤納還付金（法人市民税）
●構想推進（謝礼）

老人保健
特別会計 722 万円 1,112 万円

○一般会計繰入金
●医療諸費

　平成21年度補正予算に関する2議案を修正可決・可決しました。
が、減額修正した部分です。

和
光
市
固
定
資
産
評
価
員
の

　
　
　
　

選
任

▲投票風景

▲市道618号線

臨時会報告

一
般
会
計
補
正
予
算
を
修
正
可
決

も
の
に
限
定
す
る
と
い
う
今
年
度
の

予
算
調
製
方
針
に
反
し
て
い
る
た

め
、
削
除
す
べ
き
と
の
修
正
の
動
議

が
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
の
採
決
で
も
、

こ
の
修
正
案
を
賛
成
多
数
（
賛
成

11
、
反
対
３
、
退
席
５
）
で
可
決
し

ま
し
た
。

報
告
事
項  

決議決議
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　６月18日から23日までの４日
間に、市政に対する一般質問が行
われました。今回は17名の議員が
発言しました。議員の質問の概要
は次のとおりです。詳細な質問お
よび市長以下関係部長の答弁は、
８月下旬、市ホームページから見
ることができます。（発言順）

８

市政に対する市政に対する

一般質問一般質問

請願

陳情陳情
　今議会に提出
された請願は１
件、陳情は２件
ありました。

■
請
願
第
２
号

農
地
法
の「
改
正
」に
反
対
す
る
請
願

（
不
採
択
）

　

今
回
の
法
「
改
正
」
は
、
農
民
的

な
土
地
所
有
と
家
族
的
な
農
業
経
営

に
よ
る
農
業
生
産
の
発
展
と
い
う
、

戦
後
農
政
の
根
幹
を
覆
す
も
の
で
、

や
が
て
大
企
業
の
農
地
所
有
に
道
を

開
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う

懸
念
を
払
拭
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
地
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
を
廃
案
に
す
る
こ
と
を
請
願
し
ま

す
。（
こ
の
法
律
は
平
成
21
年
６
月
17
日

に
成
立
し
ま
し
た
）

①
事
業
の
計
画
の
全
容
に
つ
い
て
、

周
知
が
十
分
で
な
い
隣
接
・
周
辺
住

民
へ
の
説
明
会
の
機
会
を
要
望
し
ま

す
。

②
景
観
・
環
境
の
視
点
か
ら
の
再
考

を
求
め
ま
す
。

■
陳
情
第
７
号

「
和
光
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
再

考
を
求
め
る
陳
情　
　
　
（
不
採
択
）

①
崖
地
に
独
自
の
路
盤
面
の
基
準
を

設
け
、
近
隣
住
民
に
対
す
る
日
照
権

に
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

②
条
例
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
協

議
す
る
場
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

■
陳
情
第
６
号

和
光
北
イ
ン
タ
ー
地
域
土
地
区
画
整

理
事
業
を
隣
接
・
周
辺
住
民
へ
の
説

明
及
び
景
観
、
環
境
の
視
点
か
ら
の

再
考
を
求
め
る
陳
情　
　
（
不
採
択
）

議会運営委員会
　議会の円滑な運営、議会内の申し合わせの確認などを行う
委員会です。
◎荻野比登美　○吉田けさみ
　齊藤秀雄　　　井上　航　　斉藤克己

総務常任委員会

市民建設常任委員会

文教厚生常任委員会

常任委員会等の構成
　６月 11 日の定例会で、各構成委員が選出されました。
　　　　　(◎…委員長　○…副委員長 )

　主に市政の企画、政策、財政、人事、一般会計歳入予算、水
道に関する議案などを扱います。

　主に市民生活、環境、道路、建設、橋りょう、農業委員会、
青少年問題に関する議案などを扱います。

　主に保健福祉、介護保険、保育、学校教育、社会教育、公民館、
図書館に関する議案などを扱います。

最
優
先
課
題
で
あ
る

　
　

新
設
校
設
置
に
つ
い
て

 

栗
原
次
男
（
緑
風
会
）

問
：
市
長
就
任
時
の
記
者
会
見
で
述
べ

た
和
光
高
校
と
大
和
中
学
校
の
交
換

に
つ
い
て
は
、
採
算
が
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
、
思
い
つ
き
だ
け
の
発
言

か
、
本
当
に
交
換
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
の
か
、
ま
た
教
育
委
員
会
、
教

育
長
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

の
発
言
か
。

市
長
：
新
設
校
に
つ
い
て
は
、
教
育
委

員
会
の
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
審

議
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
答
申
を

受
け
て
か
ら
具
体
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。
和
光
高
校
と
大
和
中
学
校
の

土
地
交
換
は
、
用
地
確
保
の
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
教
育
委
員
会
に
も
打

診
は
し
て
お
り
ま
す
。
実
現
性
に
つ

い
て
は
、
事
務
レ
ベ
ル
の
話
で
は
な

く
私
が
動
い
て
し
っ
か
り
と
検
証
し

ま
す
。
非
常
に
難
し
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
県
の
教
育
委
員
会
に
も
メ
リ

ッ
ト
の
あ
る
話
で
す
の
で
、精
一
杯
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長
施
策
の
数
値
目
標
等
は

並
木
修
二
（
和
光
市
民
ネ
ッ
ト
）

問
：
選
挙
期
間
中
に
配
布
さ
れ
た
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
な
ぜ
数
値

目
標
や
所
要
資
金
額
の
明
示
を
し

な
か
っ
た
の
か
？

市
長
：
所
要
資
金
に
つ
い
て
は
、
細

か
く
精
査
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
今
後

に
つ
い
て
は
市
の
算
出
し
た
金
額

と
の
隔
た
り
や
、
そ
の
手
法
も
含

め
て
改
め
て
所
管
に
精
査
す
る
よ

う
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
数
値
目
標
に
つ
き
ま
し
て

も
今
後
の
市
民
の
意
向
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
変
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
工

程
表
と
い
う
形
で
秋
ま
で
に
は
お

示
し
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、区
画
整
理
事
業
、高
齢
者
施
策
、

副
市
長
の
起
用
等
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し

た
。

廃
棄
物
資
源
化
の
促
進
・

　
　
　
　

市
民
活
動
の
支
援

須
貝
郁
子
（
新
し
い
風
）

問
：
可
燃
ご
み
は
減
っ
て
い
る
が
資

源
物
も
同
時
に
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
資
源
化
が
進
ん
で
い
る
と
は

言
え
な
い
。
集
団
回
収
を
初
め
廃

食
油
、
紙
パ
ッ
ク
、
生
ご
み
等
ご

み
減
量
に
取
組
む
市
民
活
動
を
支

援
し
資
源
化
を
促
進
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長
：
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
関
係
し
ま

す
の
で
、
今
後
、
生
ご
み
処
理
機

だ
け
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
の
中
か
ら
、
生
ご

み
の
減
量
化
の
有
効
な
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
道
路
維
持
管

理
計
画
、
学
校
給
食
、
朝
霞

地
区
一
部
事
務
組
合
（
し
尿

処
理
場
）
に
つ
い
て
質
問
を

し
ま
し
た
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
行
す
る

　

た
め
の
所
要
経
費
と
財
源
は

堀
　
文
雄
（
緑
風
会
）

問
：
市
長
選
挙
に
お
け
る
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
か
か
る
経
費
の
概
算
額
及

び
そ
の
財
源
を
手
当
て
す
る
方
法

と
市
民
へ
の
広
報
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
：
所
要
経
費
は
、
学
校
の
新
設

や
民
設
民
営
の
保
育
園
の
新
設
を

考
慮
し
た
負
担
金
を
含
め
る
と
数

十
億
円
か
か
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
予
定
し

て
い
る
事
業
仕
分
け
に
よ
る
事
業

の
見
直
し
や
先
送
り
、
和
光
市
独

自
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
「
上
乗
せ
」、

「
横
出
し
」
の
見
直
し
、
ま
た
国

民
健
康
保
険
税
、
上
、
下
水
道
料

金
の
改
定
等
も
検
討
し
て
確
保
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
へ

の
お
知
ら
せ
は
、
広
報
わ
こ
う
等

で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
質
問
を
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
・
下
水
道

　

使
用
料
の
見
通
し
に
つ
い
て

菅
原
　
満
（
民
主
党
）

問
：
今
年
度
、
国
保
会
計
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
財
源
補
て
ん
繰
入
金

が
減
額
さ
れ
て
お
り
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
動
向
で
は
影
響
を

受
け
る
恐
れ
が
あ
る
。
下
水
道
事

業
も
繰
入
金
の
割
合
が
大
き
く
、

今
後
設
備
の
改
築
更
新
投
資
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
見
通
し
は
ど
う
な
る
の

か
。

市
長
：
国
保
の
繰
入
金
は
毎
年
必
要

な
も
の
と
考
え
、
今
後
の
財
政
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
下
水
道
料
金

の
改
定
は
い
ず
れ
必
要
と
は
思
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
市
民
に

ご
説
明
を
し
て
い
く
時
間
が
必
要

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
い

つ
ま
で
も
続
け
て
い
け
る
状
況
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て

い
ま
す
。

◎堀　文雄　　○並木修二

山口慶子

阿部かをる

吉田けさみ

齊藤秀雄

井上　航

◎山本軍四郎　　○斉藤克己

佐久間美代子

田中貴和子

西川政晴

野口　保

◎村田富士子　　○熊谷二郎

菅原　満

須貝郁子

上野君子
荻野比登美

栗原次男

１

２

３

４

５
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11

地
方
消
費
税
行
政
に
つ
い
て

山
本
軍
四
郎
（
社
会
民
主
党
）

問
：
国
の
地
方
消
費
者
行
政
活
性
化

交
付
金
は
３
年
間
で
150
億
円
、
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
は
６
千
億
円
、
2009
年
で
は
倍
増

に
な
っ
て
い
る
。
国
が
計
算
し
て

い
る
地
方
交
付
税
の
消
費
者
行
政

は
、
内
訳
な
し
で
結
果
だ
け
が
来

て
い
る
。
和
光
市
の
歳
入
の
振
り

分
け
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長
：
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
は
、
地
域
活
性
化
等

に
資
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
が
交

付
対
象
で
す
が
、
和
光
市
は
交
付

対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、地

方
消
費
者
行
政
活
性
化
交
付
金
は
、

既
に
交
付
対
象
と
な
る
３
事
業
（
約

400
万
円
）の
申
請
を
行
い
、採
択
の
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
9
月
議
会
で

補
正
予
算
を
上
程
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
相
続
税
、
市
民
税
と
県
民
税
、

道
路
行
政
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

16

９

区
画
整
理
（
近
々
県
の
認
可

を
受
け
る
事
業
）
に
つ
い
て

齊
藤
秀
雄
（
緑
風
会
）

問
：
北
イ
ン
タ
ー
地
区
及
び
白
子
三

丁
目
地
区
の
都
市
計
画
に
つ
い
て

は
、
県
の
都
市
計
画
審
議
会
が
継

続
審
議
と
な
り
事
業
認
可
が
遅
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
税
収
は
市
の

財
源
の
屋
台
骨
と
考
え
る
が
、
松

ノ
木
島
の
区
画
整
理
を
例
と
し
て
、

施
行
後
の
地
区
の
税
収
の
額
と
、今

後
の
区
画
整
理
の
進
め
方
を
伺
う
。

建
設
部
長
：
松
ノ
木
島
地
区
の
土

地
の
固
定
資
産
税
は
、
調
整
区
域

か
ら
市
街
化
区
域
に
な
っ
た
こ
と

で
、
税
収
は
700
倍
、
千
㎡
当
た
り

約
70
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

市
長
：
今
後
、
市
民
に
十
分
な
説
明

を
行
い
、
県
へ
も
私
自
身
が
行
動

し
て
早
急
に
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
債
費
繰
上
償
還
、
職
員
の

退
職
金
、
保
育
園
待
機
児
対
策
に
つ
い
て
質

問
を
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
の
切
実
な
要
望
、

養
護
学
校
卒
業
後
進
路
受
け
入
れ
を

上
野
君
子
（
日
本
共
産
党
）

問
：
養
護
学
校
高
等
部
の
卒
業
生
は

年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
市
内
や

近
隣
の
授
産
施
設
や
デ
イ
ケ
ア
施

設
の
利
用
者
は
多
い
。
今
後
の
養

護
学
校
高
等
部
の
卒
業
後
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
部
長
：
卒
業
生
に
は
、
本

人
や
家
族
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら

適
性
に
合
っ
た
施
設
等
の
情
報
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
き
め
細
や

か
な
就
労
支
援
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
和
光
市
障
害
者
計
画
・
和

光
市
障
害
福
祉
計
画
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
、
市
民
葬
祭
場
に
つ
い
て

質
問
を
し
ま
し
た
。

和
光
都
市
計
画
か
ら
、交
通
体
系
・

機
能
等
、道
路
の
展
望
に
つ
い
て

西
川
政
晴
（
新
し
い
風
）

問
：
和
光
都
市
計
画
、
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
に
基
づ
い
た
和
光
市
の
交
通
体

系
（
道
路
網
）
の
現
状
認
識
及
び

市
内
の
交
通
機
能
と
し
て
の
課
題

等
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長
：
和
光
市
の
都
市
計
画
道

路
の
整
備
率
は
、
平
成
21
年
４
月

現
在
、約
70
％
で
す
が
、駅
北
側
地

域
で
は
未
整
備
路
線
が
多
い
た
め
、

今
後
と
も
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
交
通
機
能
と
し
て

は
、
広
域
幹
線
道
路
の
交
通
量
が

多
く
、
接
続
す
る
道
路
ま
で
も
交

通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
り
計

画
的
に
整
備
し
、
都
市
計
画
道
路

網
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
廃
棄
物
処
理
及
び
施
設
、
工

事
契
約
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

「
保
育
マ
マ
制
度
」
の
導
入
を

村
田
富
士
子
（
公
明
党
）

問
：
保
育
園
待
機
児
の
解
消
対
策
と

し
て
、
低
予
算
で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
深
め
、
雇
用
を
創
出
で

き
る
「
保
育
マ
マ
制
度
」
の
導
入

を
。

保
健
福
祉
部
長
：
保
育
マ
マ
制
度
は

平
成
22
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。
今
後
、
県
か
ら
示
さ
れ
る
補

助
制
度
や
実
施
基
準
等
の
内
容
を

考
慮
し
、
市
と
し
て
も
実
施
の
有

無
を
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長
：
江
戸
川
区
、
足
立
区
の
状
況

を
調
べ
る
と
費
用
的
に
は
非
常
に

安
く
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
安
全

性
、
事
故
等
の
対
応
を
ど
う
解
決

し
て
い
く
の
か
が
最
大
の
課
題
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
設
置
、
が
ん
対
策
、
自
殺

予
防
対
策
、
市
民
の
安
全
に
つ
い
て
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

の
活
用
に
つ
い
て

斉
藤
克
己
（
公
明
党
）

問
：
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
国

の
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
の
補
助
金
の
活
用
で
、
デ
ジ
タ

ル
機
能
を
持
つ
電
子
黒
板
や
Ｌ
Ａ

Ｎ
環
境
の
整
備
を
。

教
育
部
長
：
現
在
、
各
小
・
中
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
状
況
は
、

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
光
回
線
整
備
率
に

つ
い
て
は
100
％
を
達
成
し
、
す
べ

て
の
教
室
で
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
充
実
し
た

環
境
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
・
生
徒
の
関
心
を
高
め
る
授

業
づ
く
り
に
電
子
黒
板
が
効
果
的

で
あ
る
こ
と
か
ら
各
学
校
１
台
の

導
入
を
計
画
し
、
補
助
金
の
申
請

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
業
施
策
、

環
境
問
題
、
事
務
の
合
理
化

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

県
が
行
う
越
戸
川
・
谷
中
川

水
辺
再
生
事
業
へ
の
市
の
役
割
は

熊
谷
二
郎
（
日
本
共
産
党
）

問
：
県
の
水
辺
再
生
100
プ
ラ
ン
の
一

つ
で
あ
る
越
戸
川
・
谷
中
川
水
辺

再
生
事
業
へ
の
市
の
役
割
と
、
市

独
自
に
、
人
道
橋
の
設
置
、
赤
池

通
り
か
ら
川
へ
の
連
絡
通
路
整
備
、

地
蔵
橋
よ
り
谷
中
川
と
越
戸
川
の

合
流
点
ま
で
の
通
行
路
の
設
置
に

つ
い
て
伺
う
。

建
設
部
長
：
県
で
は
、
こ
の
事
業
完

成
後
の
維
持
管
理
を
地
域
住
民
・

市
・
県
の
協
働
で
実
施
す
る
こ
と

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
人
道
橋
の

設
置
は
、
該
当
箇
所
に
接
続
す
る

市
道
が
な
い
の
で
、
設
置
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
。
連
絡
通
路
整
備

に
つ
い
て
は
、
河
川
事
業
の
設
計

の
完
成
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
合
流
点
ま
で
の
通
行
路

設
置
は
、
対
象
区
域
外
で
す
が
、

設
置
可
能
か
事
業
の
進
捗
状
況
に

合
わ
せ
て
調
査
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
札
制
度
「
分
離
発
注
」
の

早
期
実
施
を阿

部
か
を
る
（
公
明
党
）

問
： 
国
土
交
通
省
通
達
に
は
、
コ

ス
ト
縮
減
や
競
争
性
が
確
保
さ
れ

る
範
囲
内
で
可
能
な
限
り
の
分

離･

分
割
発
注
の
推
進
を
図
る
こ

と
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
地
元
企

業
の
受
注
機
会
を
拡
大
す
る
た
め

に
、
分
離
発
注
の
早
期
実
施
を
。

総
務
部
長
：
分
離
・
分
割
発
注
は
、

中
小
企
業
の
受
注
機
会
の
拡
大
だ

け
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
や
施
工
責

任
の
明
確
化
が
図
ら
れ
質
の
高
い

工
事
が
期
待
で
き
ま
す
。
今
議
会

終
了
後
、
先
進
市
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、
契
約
制
度
研
究

会
で
研
究
し
、
建
築
工
事
の
う
ち

可
能
な
も
の
に
つ
い
て
発
注
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
経
済
危
機
対
策
、
難
病
患
者
、

身
体
障
が
い
児
放
課
後
居
場
所
の
支
援
、
葬

斎
場
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
に
関
し
た
制
度
に
、
税

の
完
納
を
条
件
に
す
る
の
は
問
題

 

吉
田
け
さ
み
（
日
本
共
産
党
）

問
：
子
ど
も
の
基
本
的
な
成
長
に
か

か
わ
る
教
育
や
医
療
は
、
す
べ
て

の
子
ど
も
が
等
し
く
享
受
す
べ
き

で
あ
る
。
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
の
年
齢
拡
大
に
税
や
公
共
料
金

の
完
納
を
条
件
に
す
る
の
は
問
題

で
は
な
い
か
。

市
長
：
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
拡

大
は
あ
く
ま
で
上
乗
せ
の
給
付
で

あ
り
ま
す
。
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
拡

大
に
当
た
っ
て
、
税
を
し
っ
か
り

と
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
ど

う
か
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
財
源

を
あ
る
程
度
生
み
出
し
て
い
く
方

向
で
、
実
効
性
等
も
調
査
を
し
た

上
で
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
財
政
危
機
論
、
箱
物
建
設
の

凍
結
と
市
民
要
求
、
市
民
参
加
と
情
報
公
開

な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

保
育
園
の
待
機
児
解
消
、

早
期
に
実
現
を

佐
久
間
美
代
子
（
日
本
共
産
党
）

問
：
保
育
園
の
入
所
を
申
請
し
て

も
入
れ
な
い
待
機
児
が
177
名
も
お

り
、
早
期
解
消
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
市
長
は
、
保
育
園
の
新
設
を

視
野
に
家
庭
保
育
室
の
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
1
年
以
内
に
行
う
と

公
約
し
て
い
る
が
、
用
地
確
保
な

ど
具
体
的
に
伺
う
。

市
長
：
短
期
的
な
待
機
児
解
消
と
し

て
は
、
民
間
施
設
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
公
設
保
育
園
と
の
負
担

の
差
を
埋
め
る
こ
と
が
有
効
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

新
設
保
育
園
は
、
待
機
児
の
多
い

白
子
、
下
新
倉
地
域
を
想
定
し
、

用
地
確
保
に
は
約
３
億
円
は
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
設
校
の
実
現
、
景
気
対
策
、

介
護
保
険
の
充
実
、
学
童
保
育
の
待
機
児
解

消
と
指
導
員
体
制
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
の
位
置
、

規
模
の
不
均
衡
解
消
に
向
け
て

荻
野
比
登
美
（
和
光
市
民
ネ
ッ
ト
）

問
：
小
・
中
学
校
適
正
配
置
・
適
正

規
模
等
検
討
委
員
会
が
、
陳
情
採

択
か
ら
１
年
た
っ
て
や
っ
と
設
置

さ
れ
た
が
、
委
員
会
へ
の
諮
問
内

容
、
答
申
の
時
期
、
そ
の
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
：
６
月
4
日
の
第
1
回
検
討

委
員
会
に
お
い
て
市
立
小
・
中
学

校
の
適
正
配
置
・
適
正
規
模
及
び
、

通
学
区
域
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
な

考
え
方
と
具
体
的
方
策
を
諮
問
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
８
月
中
に
答

申
を
い
た
だ
き
、
そ
の
答
申
を
も

と
に
、
９
月
に
教
育
委
員
会
と
し

て
報
告
書
を
ま
と
め
て
市
長
に
報

告
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
現
状
の
財
政
状
況
の
認
識
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
、
北
イ
ン

タ
ー
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

北
イ
ン
タ
ー
区
画
整
理
に

お
け
る
周
辺
の
住
環
境
へ
の
配
慮
は

井
上
　
航
（
新
し
い
風
）

問
：
北
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
住
環
境
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
規
制
や
設
計

が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
？

建
設
部
長
：
地
区
計
画
で
は
、
準

工
業
地
域
と
し
て
、
新
産
業
・
物

流
地
区
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
整
然
と
し
た
街
並
み
・
景
観

の
形
成
の
た
め
に
、
敷
地
面
積
の

最
低
限
度
を
500
㎡
と
し
、
境
界
か

ら
壁
面
ま
で
の
位
置
の
制
限
、
敷

地
の
10
％
以
上
の
緑
地
、
生
け
垣

や
フ
ェ
ン
ス
等
へ
の
植
栽
の
設
置

な
ど
の
条
件
を
設
け
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
周
辺
の
交
通
環
境
を

悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
竹
の
下
通

り
と
の
接
続
を
６
ｍ
道
路
と
し
大

型
車
両
の
出
入
り
を
抑
制
す
る
計

画
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
の
需
要
予
測
の
精
度
な

ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

10

8

７

６12

13

14

15

17
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議案の結果 臨時会・定例会で審議された議案の採決結果
です。報告・専決処分の承認・人事案件は除
きます。

　耳の不自由な方で本会議の傍聴を希望され
る方には、手話通訳者または要約筆記者を手
配することができます。
（派遣費用は無料です）
　傍聴をご希望の方は、あらかじめ議会事務
局庶務担当へご連絡ください。

■ FAX 番号 463-2835
■ E-mail : i0101@city.wako.lg.jp

会　派　構　成

■委 員 長	 荻野比登美
■副委員長	 吉田けさみ
■委　　員	 齊藤秀雄	 井上　航
	 斉藤克己	
	 野口　保　		山本軍四郎
　　　　　　菅原　満

編 集 委 員 会

聴覚障害のある方へ

　〇　：賛成　
　×　：反対
　△ ：賛否両論のあった会派
　退 ：退席

目の不自由な方のために、市議会だよりを朗読録音したカセットテープを希望者に貸し出ししています。希望する方は、総合福祉会館まで（☎４５２－７６００）

意
見
書

意
見
書
■
国
直
轄
事
業
負
担
金
の
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書
（
可
決
）

　

和
光
市
議
会
と
し
て
、
国
直
轄
事
業

負
担
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
方
の
意

見
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、地
方
の
自
主
性
・

裁
量
性
を
拡
大
し
、
分
権
型
社
会
に
ふ
さ

わ
し
い
制
度
の
構
築
の
方
向
で
見
直
す
よ

う
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
強
く
要
望

し
ま
す
。

本会議の傍聴を手話通訳、
要約筆記でどうぞ

緑
風
会

日
本
共
産
党

公
明
党

新
し
い
風

和
光
市
民
ネ
ッ
ト

民
主
党

社
会
民
主
党

議
決
結
果

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及び職員の修学部分休業に関
する条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

和光市税条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

和光市手数料条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成 21年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第 1号）
修正案 ○ 退 ○ 退× ○ ○ ×

修正可決
修正案を除く
原案 ○ 退 ○ 退○ ○ ○ ○

平成 21年度埼玉県和光市老人保健特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

【請願・陳情】 緑 共 公 風 市 民 社 結　　果

農地法の「改正」に反対する請願 × ○ × × × × ○ 不 採 択

和光北インター地域土地区画整理事業を隣接・周辺住民への説明及び景観、
環境の視点からの再考を求める陳情 × × × × × × × 不 採 択

「和光市まちづくり条例」の再考を求める陳情 × × × × × × × 不 採 択

　会派名
　市長提出議案

平成21年第1回臨時会（4月24日）

平成21年第2回臨時会（5月29日）

平成21年6月定例会

木

水 水

水

木

金

火

金

８/
９/

開会・提案説明
議案質疑

委員会
市政に対する
一般質問

決算審査特別委員会

９月定例会開催予定９月定例会開催予定

委員長報告・閉会

27
１

２ ～ ９

10
11 ～ 16

18

開会時間は９時です。

ぜひ傍聴にいらしてください。

※正式な日程は８月25日(火)開催の議会運
営委員会で決定する予定です。請願・陳情の
締め切りは８月24日(月)15時の予定です。
詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。

議事調査担当　 ☎ 424-9108

緑
風
会

公
明
党

日
本
共
産
党

新
し
い
風

和
光
市
民
ネ
ッ
ト

和
光
を
良
く
す
る
会

社
会
民
主
党

新
緑
会

民
主
党

議
決
結
果

市長及び副市長の給与等に関する条例等の一部を改正する条例
を定めることについて ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

市長の給料の特例に関する条例の全部を改正する条例を定める
ことについて ○ ○ 退 ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

緑
風
会

公
明
党

日
本
共
産
党

新
し
い
風

和
光
市
民
ネ
ッ
ト

和
光
を
良
く
す
る
会

社
会
民
主
党

新
緑
会

民
主
党

議
決
結
果

平成２１年度埼玉県和光市一般会計予算 △ ○ × △ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

　市長提出議案
　会派名

　会派名
　市長提出議案

和光を良くする会 : 並木　新緑会 : 齊藤 (秀 )

緑風会　堀、栗原、田中、野口、齊藤（秀）
日本共産党　佐久間、吉田、熊谷、上野
公明党　阿部、村田、斉藤（克）
新しい風　須貝、井上、西川
和光市民ネット　荻野、並木
民主党　菅原
社会民主党　山本
議長 :山口 (会派に属せず )

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
機
能
の
抜
本

的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　

総
合
的
な
雇
用
機
会
の
拡
大
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
下
記
の
点
に
配
慮
の

上
、
機
能
強
化
を
図
る
よ
う
強
く
要
請
し

ま
す
。

　
　
　

記

１　

相
談
員
は
適
切
な
配
分
、
適
切
な
情

報
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と

２　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
夜
間
、
休

日
の
窓
口
業
務
の
開
庁
を
行
う
な
ど

機
能
強
化
を
図
る
こ
と

３　

若
者
学
生
な
ど
の
就
職
相
談
機
能
を

強
化
す
る
こ
と

４　

き
め
細
か
な
体
制
整
備
を
図
る
こ
と

■
消
費
税
の
増
税
に
反
対
し
、

食
料
品
非
課
税
を
求
め
る
意
見

書　
　
　
　
　
　
　
　
（
否
決
）

　

政
府
に
対
し
、
消
費
税
の
増
税
を
行
わ

な
い
こ
と
。
ま
た
、
食
料
品
を
非
課
税
に

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

平成 21年６月４日から会派構成が変わりました。
　　は変更があった議員です。

議員から提出された意
見書案を可決し、意見
書として、衆議院議長、
参議院議長、内閣総理
大臣を初め関係大臣へ
送付しました。

９
月
定
例
会
は
８
月
27
日（
木
）開
会
予
定
で
す

7月13日に開催しました、「議会基本条例の制定に向けて」の講演会に、多数のご参加をいただき
ありがとうございました。今後の議会改革の取り組みにご期待ください。




